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問1 5世紀ごろの古墳からは、鉄器の材料となる「鉄の延べ板」が数多く出土しており、朝鮮半島から移住してきた人々がもたらし
た技術の高さがうかがえます。これら渡来人が当時の日本（ヤマト王権）に与えた影響について述べた文として、最も適切な
ものはどれですか。 （2021年　千葉県公立入試　類似）

1.  鉄製の工具や農具の普及によ
り、土木技術が向上し、巨大な古
墳の造営や大規模な農地の開墾が
可能になった。

2.  遣隋使が派遣されたことで、中
国の優れた官僚制度がそのまま導
入され、即座に律令国家が完成し
た。

3.  平城京を中心に商業が発展し、
全国で和同開珎などの貨幣が日常
的に使われる経済構造へと変化し
た。

4.  仏教が初めて伝来したことによ
り、それまで行われていた古墳の
築造が全国で一斉に禁止され、寺
院建築に移行した。

問2 3世紀、邪馬台国の女王である卑弥呼は、中国の魏へ使いを送り「親魏倭王」の称号を授かりました。このように、当時の倭の
勢力が中国の王朝へ朝貢を行った政治的な背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2025年　沖縄公立入試　類似）

1.  中国皇帝の権威を背景にするこ
とで、国内の諸勢力に対する支配
力を高めるため

2.  遣唐使を停止したことによる文
化的な遅れを取り戻すため

3.  キリスト教の布教を阻止するた
めに、中国からの軍事支援を取り
付けるため

4.  幕府が定めた禁教政策を東アジ
ア全域に広めるための協力を仰ぐ
ため

問3 5世紀ごろ、朝鮮半島における勢力争いや戦乱を避けて日本列島へ移住し、須恵器の製作や金属加工、土木などの高度な技術、
および漢字や儒教を伝えた人々を何と呼びますか。 （2026年　高知公立入試　類似）

1.  渡来人 2.  倭寇 3.  朝鮮通信使 4.  防人

問4 5世紀の日本において、倭の五王と呼ばれる王たちが中国の南朝へ繰り返し使節を送った目的として、最も適切な説明はどれで
すか。 （2017年　長野県公立入試　類似）

1.  中国皇帝から王としての国際的
な地位を認められ、朝鮮半島南部
での立場を有利にするため

2.  白村江の戦いで唐・新羅の連合
軍に勝利するための軍事同盟を、
中国の王朝と結ぶため

3.  沿岸部で活動し周辺諸国を苦し
めていた倭寇を取り締まるよう、
中国から要請を受けたため

4.  平城京を造営するためのモデル
として、中国の都の仕組みを詳し
く調査するため

問5 倭の五王の一人である「武」は、中国の南朝の皇帝に上表文（手紙）を送り、自らの祖先がいかにして国土を広げたかを伝え
ました。この「武」は、日本の歴史上のどの人物であると比定（推定）されていますか。 （2024年　大阪公立入試　類似）

1.  ワカタケル大王（雄略天皇） 2.  聖徳太子（厩戸王） 3.  中大兄皇子（天智天皇） 4.  卑弥呼

問6 5世紀の大和政権は、朝鮮半島から得た鉄資源をどのように活用して国内の支配を広げたとされていますか。当時の状況を説明
したものとして最も適切なものを選んでください。 （2019年　群馬県公立入試　類似）

1.  鉄製の武器や鎧を量産して軍事
力を高め、関東から九州にかけて
の広範囲な地域の豪族を支配下に
置いた。

2.  鉄製の鏡や装飾品を大量に作
り、それらを各地の豪族に配るこ
とで宗教的な権威を認めさせた。

3.  鉄製の貨幣を鋳造して全国に流
通させ、租・庸・調の税制を確立
することで経済的に支配した。

4.  鉄製の大型船を建造して中国の
唐と直接貿易を行い、最新の法制
度を取り入れることで中央集権化
を進めた。

問7 古墳時代に築かれた、円形と方形を組み合わせた鍵穴のような形状を持つ巨大な墓について、その名称と当時の状況を正しく
述べたものはどれですか。 （2026年　沖縄公立入試　類似）

1.  名称は前方後円墳であり、ヤマ
ト王権の勢力が及んだ東北地方か
ら九州地方にかけての広い範囲で
見られる。

2.  名称は装飾古墳であり、ヤマト
王権から独立した九州地方の豪族
のみが、独自の文化を示すために
築いた。

3.  名称は円墳であり、大和地方か
ら移住した渡来人たちが、故郷の
風景を再現するために全国に広め
た。

4.  名称は方墳であり、ヤマト王権
が全国の土地を直接支配するため
に、各地の役所の目印として設置
した。

問8 4世紀から7世紀頃にかけて、朝鮮半島から日本列島へ移り住み、大陸の高度な技術や文化を伝えた人々を何と呼びますか。
（2021年　和歌山公立入試　類似）

1.  渡来人 2.  防人 3.  遣隋使 4.  御家人

問9 4世紀から6世紀にかけて朝鮮半島などから日本列島へ移り住み、漢字や儒教、仏教のほか、機織り、土木、金属加工といった
大陸の進んだ技術を伝えた人々を何と呼ぶか、最も適切なものを選びなさい。 （2024年　熊本県公立入試　類似）

1.  渡来人 2.  防人 3.  御家人 4.  遣隋使
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
鉄製の工具や農具の普及により、土木技
術が向上し、巨大な古墳の造営や大規模
な農地の開墾が可能になった。

渡来人が伝えた鉄器の製造技術は、それまでの木製や石製の道具に比べて耐久性と効率を飛躍的に
高めました。これにより、大規模な治水工事や開墾が行われて農業生産力が増大し、その経済力を
背景に大王（ヤマト王権）を中心とする支配体制の基盤が強化されることにつながりました。

問2 答え 1
中国皇帝の権威を背景にすることで、国
内の諸勢力に対する支配力を高めるため

3世紀の日本はまだ統一国家ではなく、多くの小国が対立する状況（倭国大乱など）にありまし
た。卑弥呼は中国の強大な王朝である「魏」から称号や金印、銅鏡などを授かることで、その権威
を国内に示し、自らの統治能力や地位をより強固なものにしようとしました。これは外交を利用し
た国内統治の強化という側面を持っています。

問3 答え 1
渡来人

4世紀から5世紀にかけての朝鮮半島では、高句麗・百済・新羅の三つの国が勢力を争う不安定な情
勢にありました。この動乱を逃れて日本に渡ってきた人々は、大和政権に仕えて特定の技術を持つ
集団として組織され、それまでの日本にはなかった最新の技術や文化を広める重要な役割を果たし
ました。これにより、日本の生産力や政治的な組織化が大きく進みました。

問4 答え 1
中国皇帝から王としての国際的な地位を
認められ、朝鮮半島南部での立場を有利
にするため

5世紀の古墳時代、倭の五王は中国の南朝に朝貢しました。当時の倭の王は、大陸の強大な王朝か
ら「倭王」としての称号（冊封）を得ることで、自身の権威を国内外に示すとともに、鉄資源の供
給地として重要だった朝鮮半島南部における外交的・軍事的な優位性を確保しようと考えました。

問5 答え 1
ワカタケル大王（雄略天皇）

倭の五王の最後の一人である「武」は、埼玉県で見つかった稲荷山古墳の鉄剣銘などに記された
「獲加多支鹵大王（ワカタケル大王）」、すなわち雄略天皇であると考えられています。この時
期、ヤマト政権の支配範囲が関東から九州にまで及んでいたことが、金石文と中国の歴史書の両方
の記述から裏付けられています。

問6 答え 1
鉄製の武器や鎧を量産して軍事力を高
め、関東から九州にかけての広範囲な地
域の豪族を支配下に置いた。

5世紀の歴史年表や出土品からは、大和政権が朝鮮半島から得た鉄を利用して武力を強化し、その
力を背景に関東や九州の豪族を従えていった過程が読み取れます。武人の埴輪が鎧をまとった姿で
製作されていることも、武力による支配体制が整えられていたことを裏付けています。

問7 答え 1
名称は前方後円墳であり、ヤマト王権の
勢力が及んだ東北地方から九州地方にか
けての広い範囲で見られる。

前方後円墳は、日本独自の古墳形式であり、その分布は北は東北地方から南は九州地方にまで及ん
でいます。これは、各地の豪族がヤマト王権を中心とする政治秩序に参加していたことを意味しま
す。装飾古墳は内部に彩色や彫刻があるものを指し、円墳や方墳はより一般的な形状ですが、前方
後円墳ほどの政治的象徴性は持ちません。また、古墳はあくまで豪族の墓であり、役所の目印では
ありません。

問8 答え 1
渡来人

朝鮮半島での戦乱などを背景に、4世紀から7世紀頃にかけて日本列島へ移住した人々です。彼らは
大和政権（ヤマト王権）に仕え、漢字、儒教、仏教のほか、須恵器の製作技術や土木、養蚕、機織
りなどの高度な技術を伝え、古代日本の国家形成に大きな影響を与えました。

問9 答え 1
渡来人

4世紀から6世紀にかけて、朝鮮半島の戦乱などを背景に、多くの人々が日本列島へ移住しました。
彼らは渡来人と呼ばれ、大陸の高度な技術や文化を日本へもたらしました。彼らが伝えた漢字は、
後の公文書作成の基礎となり、仏教の伝来は日本の文化や政治のあり方に大きな影響を与えまし
た。


